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経済分析入門 第３章 
行列計算による時系列データの固定ウェイト分析 

 
 教科書の第３章「時系列データの分析」の練習問題 4 では、労働⼒率を年齢階層別労働⼒
率の変動と年齢階層別の構成⽐の変化に分解する⽅法について説明しています。この分析
⼿法は、考え⽅はシンプルですが、多くの問題に応⽤できる有効な⽅法です。しかし、教科
書の⼿順は対応するセルをクリックしながら数式を作るため、⾮常に煩雑でした。 
 そこで、ここでは⾏列計算の⽅法を使った、より簡潔な⽅法を説明します。 
 
 全体の労働⼒は、以下のように年齢階層ごとの労働⼒率と構成⽐の積を合計して計算で
きます。 
 

全体の労働⼒率 = (15〜19 歳の労働⼒率	 × 15〜19 歳の構成⽐)	

       + (20〜24 歳の労働⼒率	 × 	20〜24 歳の構成⽐)	

       + (25〜29 の労働⼒率	 × 	25〜29 歳の構成⽐)	

       ⋯	⋯	

       + (65 歳以上の労働⼒率	 × 	65 歳以上の構成⽐) 
 
 この計算は⾏列式では次のように表されます。⾏列計算をすることで、計算式を簡単にす
ることができます。数学の⾏列（Matrix）とは、数値や記号を縦横に並べて計算する⽅法で
す。年齢階層ごとの労働⼒率を r、構成⽐を p とすると、労働⼒率の計算は式 1 のように表
せます。 
 
(𝑟! × 𝑝!) + (𝑟" × 𝑝") + ⋯+ (𝑟# × 𝑝#) ................................................................................ 式１ 
 
 この計算は、⾏列計算で表すと式 2 のようになります。右辺の第 1 項は（r1 r2 … rn）と
いう 1 ⾏ n 列の⾏列、第 2 項は（p1 p2 … pn）が縦に並んでいる n ⾏ 1 列の⾏列です。こ
⾏列の掛け算は式 1 のようになります。右辺の第 2 項のように、1 ⾏ n 列の⾏列を n ⾏１
列に変換した⾏列を転置⾏列といいます。 

(𝑟! × 𝑝!) + (𝑟" × 𝑝") + ⋯+ (𝑟# × 𝑝#) = (𝑟!	𝑟"…𝑟#) × 2

𝑝!
𝑝"
⋮
𝑝#

4 .............................................. 式 2 

 
 エクセルでは複数のセルの集まりを「配列（はいれつ）」と⾔います。ここで使⽤するデ
ータでは、年齢階層別の労働⼒率と構成⽐が 1 ⾏ 11 列（「15〜19 歳」から「65 歳以上」）
の配列となっているので（図１）、この配列を使って全体の労働⼒率を計算しましょう。 
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図1 練習問題4の労働力率と構成比のデータ 

 
 
 ⾏列の積を計算する Excel 関数は MMULT（配列 1, 配列 2）、配列の転置⾏列を計算する
関数は TRAMSFORM（配列）なので、各年の全体の労働⼒率は以下のように計算できます。 
 

= MMULT（配列 1, TRANSFORM（配列 2）） 
 
 ここで、配列 1 は各年の年齢階層別労働⼒率、配列 2 は各年の年齢階層別構成⽐のセル
番地を指定します。2000 年の場合、配列 1 は C72:M72、配列 2 は C91:M91 です。構成⽐
を 2000 年に固定した場合と労働⼒率を固定した場合について計算するので、固定したいセ
ル番地を絶対参照とします。したがって、［P72］と[Q72]に⼊⼒する Excel 関数は以下の通
りです。これを 2015 年（［P87］［Q87］）までコピーすれば OK です。関数の意味がわかれ
ば、教科書の数式よりも簡潔で、間違いにくくなりました。 
 
構成⽐固定（P72） = MMULT（C72:M72, TRANSFORM（$C$91:$M$91）） 
労働⼒率固定（Q72） = MMULT（$C$72:$M$72, TRANSFORM（C91:M91）） 
 


